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はじめに

UNFCCC：地球温暖化対策

温室効果ガスの削減

森林の役割：炭素排出の削減、炭素吸収

グローバルストックテイク（GST）

5年ごとに世界全体の実施状況を検討する仕組み

地球温暖化対策と生物多様性保全

生物多様性条約(CBD)

30by30
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森林バイオマス地図作成例

[Santoro & Cartus, 2019]

 ESAのCCIプロジェクトでは、合成開口レーダ画像（ALOS-2/PALSAR-2、Sentinel-1）か

ら100m解像度の2017年版地上部バイオマス地図を作成。

 JAXAが主導する研究プロジェクト「京都・炭素観測計画」の提供データを利用。
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熱帯で森林の生物多様性を知る

広域で熱帯林の生物多様性を調べる

生物多様性に関する基礎情報を集める
どのような種類がどのくらいあるのか？

森林を調査する

生き物を調査する

衛星画像の情報を使ってマップ化



対象地

インドネシア：東カリマンタン



Forestry and Forest Products Research Institute

土地利用／被覆

SPOT5衛星

光学センサー
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草地 アカシア人工林

二次林（強度被害）

成熟林



Forestry and Forest Products Research Institute

土地利用／被覆

SPOT5衛星

光学センサー
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土地利用／被覆
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生物多様性を調べる

生物多様性に関する基礎情報を集める

どのような種類がどのくらいあるのか？

生き物を調査する

トラップ等で採取し、分類する

ピットホールトラップ：糞虫（Dung beetle)

エサ（糞）の質／量によって種／個体数が変化

森林や草地に依存／どこでも生息

狭い範囲で移動（土地利用／被覆と関係性）
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糞虫と生物多様性
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生物多様性を調べる

生物多様性に関する基礎情報を集める

どのような種類がどのくらいあるのか？

生き物を調査する

トラップ等で採取し、分類する

ピットホールトラップ：糞虫（Dung beetle)

カメラトラップ：野生動物

森林を調査する

プロット調査：構成樹種、バイオマス量等
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ピットホールトラップ
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カメラトラップ



Balikpapan

対象エリア

N

5km

成熟林

二次林（弱度火災被害）

二次林（強度火災被害）

人為攪乱を受けた二次林

アカシア人工林

草地

調査点の植生タイプ

1km

N

主要道路

成熟林分
二次林（火災被害）

スンガイワイン
保護地域

調査プロットの位置



Forestry and Forest Products Research Institute

方法

糞虫：一定期間内にトラップに入った個体

衛星画像：SPOT5衛星（2005年6月19日）

観測バンドの反射率（1-4バンド）

画像指標：NDVI、GNDVI、SWVI

タッセルキャップ変換（1-3）

統計モデル（GLM）

種数、個体数、森林性の種数、森林性の個体数、NMS

衛星情報：フィルタリング（3×3～17×17）

情報量規準（AIC）
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NMS（非計量多次元尺度構成法）
を用いた統計分析結果
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熱帯地域における衛星画像取得頻度

熱帯地域では使える

衛星画像は少ない！

Furuya et al. (2013) JFP
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採取の難しさ
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採取後の処理の難しさ

採取した虫を速やかに整理する

分類、同定し、多様性情報としてまとめる

評価モデルを作る

→ 専門家の協力が必要
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今後の対応

対象地を広げて調査

東カリマンタン州内の他地域

サンガタ周辺

他の光学系センサー

Sentinal 2（ESA）

土地利用／被覆の変化

人口増加、経済活動、農地開発、石炭採掘

アカシア林、二次林 → アブラヤシ林

新首都（ヌサンタラ）建設

現地大学との共同研究

多点での調査、人材育成



講義（学部学生対象） キャンパス内実習

キャンパス内実習 演習林での実習



本報告の一部は、環境省環境研究総合推進費（2004-2008）、JSPS
科研費（No.26304028と19KK0164）による研究の成果です。

ブキットバンキライ保護林、キャノピーウォークからの遠望
（2023年11月）
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